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第一部 【企業情報】 

第１ 【企業の概況】 

連結経営指標等 

  

 
(注) 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

  

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第46期 

第２四半期 
連結累計期間 

第46期 
第２四半期 
連結会計期間 

第45期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年９月30日

自 平成20年７月１日 
至 平成20年９月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高 (百万円) 301,225 146,398 906,091

経常利益 (百万円) 28,907 6,644 172,713

四半期(当期)純利益 (百万円) 17,361 4,508 106,271

純資産額 (百万円) ― 549,093 545,244

総資産額 (百万円) ― 728,536 792,817

１株当たり純資産額 (円) ― 3,008.25 2,989.70

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 97.03 25.20 594.01

潜在株式調整後１株当たり 
四半期(当期)純利益 

(円) 96.82 25.14 592.71

自己資本比率 (％) ― 73.9 67.5

営業活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) 84,605 ― 116,939

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △103,915 ― △30,186

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

(百万円) △41,324 ― △27,033

現金及び現金同等物の 
四半期末(期末)残高 

(百万円) ― 132,054 193,492

従業員数 (人) ― 10,566 10,429
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当第２四半期連結会計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

(1) 連結会社における状況 

平成20年９月30日現在 

 
(注) 従業員数は、就業人員数を表示しております。 

  

  

(2) 提出会社の状況 

平成20年９月30日現在 

 
(注) 従業員数は、就業人員数を表示しております。 

  

  

２ 【事業の内容】

３ 【関係会社の状況】

４ 【従業員の状況】

従業員数(人) 10,566

従業員数(人) 982
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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １ 金額は、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 受注実績 

当第２四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。 
  

 
(注) １ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合 

 
  

３ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。 

１ 【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

産業用電子機器 104,238

合計 104,238

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

産業用電子機器 105,679 273,130

電子部品・情報通信機器 25,478 12,648

合計 131,157 285,778

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

産業用電子機器 119,196

電子部品・情報通信機器 27,202

合計 146,398

相手先 販売高(百万円) 総販売実績に対する割合(％)

日本サムスン㈱ 14,946 10.2

２ 【経営上の重要な契約等】
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当年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「(1) 経営成績の分析」及び「(3) キャッシュ・フ

ローの状況」における前年同期との比較、分析に用いた数値等は、参考として記載しております。 

  

(1) 経営成績の分析 

当第２四半期連結累計期間の世界経済は、原油価格・原材料価格高、米国発の金融危機を背景に、景

気減速懸念が高まりました。 

また、当社の主力部門である半導体製造装置を取り巻く環境としましては、需給バランスの悪化に伴

い、半導体メモリー市況は低迷しており、半導体メーカーの設備投資は縮小に向かいました。 

このような状況のもと、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)の

連結業績は、売上高1,463億９千８百万円(前年同期比44.5%減)、営業利益48億５千２百万円(前年同期

比90.7%減)、経常利益66億４千４百万円(前年同期比87.8%減)、四半期純利益45億８百万円(前年同期比

87.6%減)となりました。 

また、当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)の連結業績は、売上

高3,012億２千５百万円(前年同期比36.8%減)、営業利益262億８千２百万円(前年同期比72.3%減)、経常

利益289億７百万円(前年同期比69.8%減)、四半期純利益173億６千１百万円(前年同期比72.2%減)となり

ました。 

  

当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメントの実績は、次のと

おりであります。 

  

① 産業用電子機器事業 

当セグメントの当第２四半期連結会計期間の売上高は1,194億３千５百万円(前年同期比49.4%減)、

営業利益は39億１千１百万円(前年同期比92.3%減)となりました。また、当第２四半期連結累計期間

の売上高は2,496億１千１百万円(前年同期比41.1%減)、営業利益は246億７千６百万円(前年同期比

73.5%減)となりました。 

≪半導体製造装置≫ 

DRAM、フラッシュメモリー等の需給バランス悪化による価格下落の影響を受け、半導体メーカーは

在庫・生産調整、設備投資抑制を実施しました。このため、当部門の当第２四半期連結会計期間の外

部顧客に対する売上高は961億５千６百万円(前年同期比55.0%減)となりました。また、当第２四半期

連結累計期間の外部顧客に対する売上高は2,087億２百万円(前年同期比45.0%減)となりました。 

≪ＦＰＤ(フラット・パネル・ディスプレイ)製造装置≫ 

液晶パネルメーカーの大型液晶ディスプレイ向け製造ライン増強を受け、当部門の当第２四半期連

結会計期間の外部顧客に対する売上高は229億１千５百万円(前年同期比3.2%増)となりました。ま

た、当部門の当第２四半期連結累計期間の外部顧客に対する売上高は401億７千９百万円(前年同期比

7.8%減)となりました。 

≪その他≫ 

当部門の当第２四半期連結会計期間の外部顧客に対する売上高は１億２千４百万円(前年同期比

2.1%増)となりました。また、当第２四半期連結累計期間の外部顧客に対する売上高は２億１千８百

万円(前年同期比14.4%減)となりました。 

  

３ 【財政状態及び経営成績の分析】
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② 電子部品・情報通信機器事業 

半導体及び電子デバイス分野では、携帯電話端末向けメモリーICの需要は低調でしたが、PC向け商

品は堅調に推移しました。また、携帯電話基地局向けカスタムICは、引き続き回復基調となりまし

た。コンピュータシステム関連分野では、企業業績の悪化懸念による設備投資抑制の影響を受けまし

た。このような状況のもと、当セグメントの当第２四半期連結会計期間の売上高は273億７千万円(前

年同期比3.5%減)、営業利益は９億３千６百万円(前年同期比1.5%減)となりました。また、当第２四

半期連結累計期間の売上高は524億３千２百万円(前年同期比2.6%減)、営業利益は15億９千３百万円

(前年同期比12.3%減)となりました。 

  

当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間の所在地別セグメントの実績は、次のとおり

であります。 

  

① 日本 

当セグメントの当第２四半期連結会計期間の売上高は1,401億２千８百万円(前年同期比46.0%減)、

営業利益は37億５千３百万円(前年同期比92.6%減)となりました。また、当第２四半期連結累計期間

の売上高は2,874億３千７百万円(前年同期比38.5%減)、営業利益は227億８千７百万円(前年同期比

75.6%減)となりました。 

  

② その他の地域 

当セグメントの当第２四半期連結会計期間の売上高は323億４千６百万円(前年同期比15.7%減)、営

業利益は７億５千２百万円(前年同期比73.9%減)となりました。また、当第２四半期連結累計期間の

売上高は650億３千６百万円(前年同期比13.0%減)、営業利益は27億６千６百万円(前年同期比50.6%

減)となりました。 

  

(2) 財政状態の分析 

当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ652億９千１百万円減少の5,749

億４千１百万円となりました。主な内容は、現金及び預金並びに有価証券に含まれる譲渡性預金の増加

278億４千２百万円、受取手形及び売掛金の減少770億２千万円及び未収消費税等の還付による減少101

億５百万円によるものです。 

有形固定資産は、前連結会計年度末から４億６千７百万円増加し、1,045億７千３百万円となりまし

た。 

無形固定資産は、前連結会計年度末から11億７千７百万円減少し、120億７千５百万円となりまし

た。 

投資その他の資産は、前連結会計年度末から17億２千万円増加し、369億４千５百万円となりまし

た。 

これらの結果、総資産は、前連結会計年度末から642億８千万円減少の7,285億３千６百万円となりま

した。 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ698億３千８百万円減少の1,289億８千１百万円となりました。

主な内容は、第11回無担保社債300億円の償還、未払法人税等の減少184億３千万円、支払手形及び買掛

金の減少53億８千４百万円です。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ17億９百万円増加の504億６千１百万円となりました。 

これにより、負債合計は前連結会計年度末から681億２千９百万円減少の1,794億４千３百万円となり

ました。 

純資産は、四半期純利益173億６千１百万円を計上したことによる増加、前期の期末配当(剰余金の配

当)98億４千１百万円の実施による減少等の結果、5,490億９千３百万円となり、また自己資本比率は

73.9％となりました。 
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(3) キャッシュ・フローの状況 

現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ614億３千８百

万円減少し、1,320億５千４百万円となりました。なお、現金及び現金同等物に含まれていない預入期

間３ヶ月超の定期預金及び譲渡性預金993億５千１百万円を加えた残高は、前連結会計年度末に比べ278

億４千２百万円増加し、2,314億５百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッ

シュ・フローの状況等は、次のとおりであります。 

営業活動により獲得したキャッシュ・フローにつきましては、前年同期に比べ１億２千９百万円減少

の499億４千４百万円となりました。主な要因につきましては、税金等調整前四半期純利益64億３千９

百万円、減価償却費56億３千万円、売上債権の減少307億９千５百万円がそれぞれキャッシュ・フロー

の収入になったことによるものであります。 

投資活動により支出したキャッシュ・フローにつきましては、主として生産・研究開発用有形固定資

産の取得等による支出44億７千２百万円、定期預金の純増加による支出984億２千２百万円により、前

年同期の39億２百万円に対し1,032億７千９百万円となりました。 

財務活動により支出したキャッシュ・フローにつきましては、主に第11回無担保社債300億円の償還

により、前年同期の21億１千２百万円に対し312億７千７百万円となりました。 

  

また、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況等は、次のとおりでありま

す。 

営業活動により獲得したキャッシュ・フローにつきましては、前年同期に比べ640億５千万円増加の

846億５百万円となりました。主な要因につきましては、税金等調整前四半期純利益286億９千３百万

円、減価償却費107億４千万円、売上債権の減少764億６千万円がそれぞれキャッシュ・フローの収入と

なり、法人税等の支払282億８千８百万円がキャッシュ・フローの支出となったことによるものであり

ます。 

投資活動により支出したキャッシュ・フローにつきましては、主として生産・研究開発用有形固定資

産の取得等による支出107億７千２百万円、定期預金の純増加による支出894億５千３百万円により、前

年同期の85億３千２百万円に対し1,039億１千５百万円となりました。 

財務活動により支出したキャッシュ・フローにつきましては、主に第11回無担保社債300億円の償

還、配当金の支払98億４千１百万円により、前年同期の163億９千万円に対し413億２千４百万円となり

ました。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、170億１千５百万円であります。 
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第３ 【設備の状況】 

(1) 主要な設備の状況 

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2) 設備の新設、除却等の計画 

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、拡充、

改修、除却、売却等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡

充、改修、除却、売却等の計画はありません。 

 なお、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等のうち、当第２四半期連

結会計期間に完了したものは、次のとおりであります。 

(新設) 

 
(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

会社名 
事業所名

所在地
事業の種類別
セグメントの

名称
設備の内容

投資額
(百万円)

資金
調達
方法

着手
年月

完了 
年月

完成後の
増加能力

 東京エレクトロン㈱
 長野県 
 北佐久郡 
 軽井沢町

 産業用 
 電子機器

研修施設 1,402
自己
資金

平成19年 
６月

平成20年 
8月

 研修施設のた
 め能力の増加 
 はなし
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第４ 【提出会社の状況】 

(1) 【株式の総数等】 

① 【株式の総数】 

  

 
  

② 【発行済株式】 

  

 
(注) 「提出日現在発行数」欄には、平成20年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により 

発行された株式数は、含まれておりません。 

  

１ 【株式等の状況】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

種類
第２四半期会計期間末現在 

発行数(株) 
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株) 

(平成20年11月12日)

上場金融商品取引所名 
又は登録認可金融 
商品取引業協会名

内容

普通株式 180,610,911 同左 東京証券取引所 
(市場第一部) 

―

計 180,610,911 同左 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】 

新株予約権 

  
① 平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであり

ます。 

  

 
(注) １ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

２ 当社は、当社と個別の対象者との間で締結する新株予約権割当契約において、年間(１月１日から12月31日ま

での期間をいいます。)における行使可能な新株予約権の個数の上限又は新株予約権の行使によって発行され

る株式の発行価額の合計額の上限(以下、新株予約権の個数の上限を「新株予約権行使の上限」といい、発行

される株式の発行価額の合計額の上限を「発行価額の上限」といいます。)を定めることができます。対象者

はかかる新株予約権行使の上限及び発行価額の上限を超えないように、新株予約権を行使しなければなりま

せん。 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が平成16年８月１日以降に死亡した場合は、対象者の死亡の日より１年以内(た

だし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

５ 上記３にかかわらず、対象者が定年により当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位を喪失した場合は、対象者は当該地位の喪失後も新株予約権割当契約の定めに従い、新株予約権の

権利行使をすることができます。ただし、海外子会社従業員(ほか身分により様々な限定を設けて)について

は、この限りではありません。 

６ 上記３にかかわらず、対象者が平成16年８月１日以降に死亡・定年以外の理由で当社、当社子会社又は当社

関連会社の取締役、監査役又は従業員等の地位を退任又は退職した場合には、当該退任又は退職の日より６

ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができ

ます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

  

株主総会の特別決議日(平成14年６月21日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 3,969

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) 30

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 396,900

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり8,807

新株予約権の行使期間 平成16年８月１日から平成22年６月30日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格    １株当たり8,807 
資本組入額  １株当たり4,404 

新株予約権の行使の条件 (注)１～７

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 
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(注) １ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

２ 当社は、当社と個別の対象者との間で締結する新株予約権割当契約において、年間(１月１日から12月31日ま

での期間をいいます。)における行使可能な新株予約権の個数の上限及び新株予約権の行使によって発行され

る株式の発行価額の合計額の上限(以下、新株予約権の個数の上限を「新株予約権行使の上限」といい、発行

される株式の発行価額の合計額の上限を「発行価額の上限」といいます。)を定めることができます。対象者

はかかる新株予約権行使の上限及び発行価額の上限を超えないように、新株予約権を行使しなければなりま

せん。 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が平成17年８月１日以降に死亡した場合は、対象者の死亡の日より１年以内(た

だし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

５ 上記３にかかわらず、対象者が定年により当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位を喪失した場合は、対象者は当該地位の喪失後も新株予約権割当契約の定めに従い、新株予約権の

権利行使をすることができます。ただし、海外子会社従業員(ほか身分により様々な限定を設けて)について

は、この限りではありません。 

６ 上記３にかかわらず、対象者が平成17年８月１日以降に死亡・定年以外の理由で当社、当社子会社又は当社

関連会社の取締役、監査役又は従業員等の地位を退任又は退職した場合には、当該退任又は退職の日より６

ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができ

ます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

  

株主総会の特別決議日(平成15年６月20日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 6,115

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) 33

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 611,500

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり6,794

新株予約権の行使期間 平成17年８月１日から平成23年６月30日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格    １株当たり6,794 
資本組入額  １株当たり3,397 

新株予約権の行使の条件 (注)１～７

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 
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(注) １ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

２ 当社は、当社と個別の対象者との間で締結する新株予約権割当契約において、年間(１月１日から12月31日ま

での期間をいいます。)における行使可能な新株予約権の個数の上限及び新株予約権の行使によって発行され

る株式の発行価額の合計額の上限(以下、新株予約権の個数の上限を「新株予約権行使の上限」といい、発行

される株式の発行価額の合計額の上限を「発行価額の上限」といいます。)を定めることができます。対象者

はかかる新株予約権行使の上限及び発行価額の上限を超えないように、新株予約権を行使しなければなりま

せん。 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が平成18年８月１日以降に死亡した場合は、対象者の死亡の日より１年以内(た

だし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

５ 上記３にかかわらず、対象者が定年により当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位を喪失した場合は、対象者は当該地位の喪失後も新株予約権割当契約の定めに従い、新株予約権の

権利行使をすることができます。ただし、海外子会社従業員(ほか身分により様々な限定を設けて)について

は、この限りではありません。 

６ 上記３にかかわらず、対象者が平成18年８月１日以降に死亡・定年以外の理由で当社、当社子会社又は当社

関連会社の取締役、監査役又は従業員等の地位を退任又は退職した場合には、当該退任又は退職の日より６

ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができ

ます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

  

株主総会の特別決議日(平成16年６月22日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 3,946

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) 11

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 394,600

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり5,884

新株予約権の行使期間 平成18年８月１日から平成24年６月29日まで 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格    １株当たり5,884 
資本組入額  １株当たり2,942 

新株予約権の行使の条件 (注)１～７

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 
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(注) １ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

２ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員

又は従業員等の地位にあることを要します。 

３ 上記２にかかわらず、対象者が死亡した場合は、その死亡日が平成20年７月31日以前のときには平成20年８

月１日より１年以内、その死亡日が平成20年８月１日以降のときには対象者の死亡の日より１年以内(ただ

し、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

４ 上記２にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が以下のいずれかの事由により当社、

当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員等の地位を喪失した場合(同時に又は連

続して複数の地位にある対象者については、すべての地位を喪失した場合。以下同じ。)には、その喪失日が

平成20年７月31日以前のときには平成20年８月１日より１年以内、その喪失日が平成20年８月１日以降のと

きには当該地位の喪失日より１年以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は権利

行使することができる旨定めることができます。 

  ア）当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は執行役員 

    任期満了による退任その他当社取締役会がこれに準ずると認めた事由 

  イ）当社、当社子会社又は当社関連会社の従業員等 

    定年退職、当社、当社子会社又は当社関連会社の社命による当社、当社子会社又は当社関連会社以外の

    会社への転籍、私傷病及び業務上の傷病を主たる理由とする退職、経営上やむを得ない事由による解 

    雇、その他当社取締役会がこれらに準ずると認めた事由 

５ 上記２にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が平成20年８月１日以降に上記３及び

４に定める事由以外の事由で当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員等

の地位を喪失した場合には、当該地位の喪失日より３ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとしま

す。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができる旨定めることができます。 

６ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

  

株主総会の特別決議日(平成17年６月24日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 651

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 65,100

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１

新株予約権の行使期間 

平成20年８月１日から平成37年６月30日まで 

ただし、米国での納税者を対象とする新株予約権割当契
約については、新株予約権を行使できる期間を平成20年
８月１日とする。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格    １株当たり１ 
資本組入額  １株当たり１ 

新株予約権の行使の条件 (注)１～６

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 
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(注) １ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

２ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は従業員

等の地位にあることを要します。 

３ 上記２にかかわらず、対象者が平成19年８月１日以降に死亡した場合は、対象者の死亡の日より１年以内(た

だし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

４ 上記２にかかわらず、対象者が平成19年８月１日以降に死亡以外の理由で当社、当社子会社又は当社関連会

社の取締役、監査役又は従業員等の地位を退任又は退職した場合には、当該退任又は退職の日より６ヶ月以

内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができます。 

５ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

  

株主総会の特別決議日(平成17年６月24日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 788

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) 27

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 78,800

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり6,468

新株予約権の行使期間 平成19年８月１日から平成25年６月28日まで  

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格   １株当たり6,468 
資本組入額  １株当たり3,234 

新株予約権の行使の条件 (注)１～５

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ― 
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② 会社法第236条、第238条及び第239条の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。 

  

 
(注) １ 新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとします。 

２ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員

又は従業員等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が死亡した場合は、その死亡日が平成21年６月30日以前のときは平成21年７月

１日より１年以内、その死亡日が平成21年７月１日以降のときには対象者の死亡の日より１年以内(ただし、

権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を権利行使することができます。 

５ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が以下のいずれかの事由により、当

社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員等の地位を喪失した場合(同時に又

は連続して複数の地位にあるときには、すべての地位を喪失した場合。以下同じ。)には、その喪失日が平成

21年６月30日以前のときには平成21年７月１日より１年以内、その喪失日が平成21年７月１日以降のときに

は当該地位の喪失日より１年以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は権利行使

することができる旨定めることができます。 

  ア）当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は執行役員 

    任期満了による退任その他当社取締役会がこれに準ずると認めた事由 

  イ）当社、当社子会社又は当社関連会社の従業員等 

    定年退職、当社、当社子会社又は当社関連会社の社命による当社、当社子会社又は当社関連会社以外の

    会社への転籍、私傷病及び業務上の傷病を主たる理由とする退職、経営上やむを得ない事由による解 

    雇、その他当社取締役会がこれらに準ずると認めた事由 

６ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が平成21年７月１日以降に上記４及び

５に定める事由以外の事由で、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員

等の地位を喪失した場合には、当該地位の喪失日より３ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとしま

す。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができる旨定めることができます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

株主総会の特別決議日(平成18年６月23日)

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 641

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 64,100

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１

新株予約権の行使期間 

平成21年７月１日から平成38年５月29日まで  

ただし、米国での納税者を対象とする新株予約権割当契
約については、新株予約権を行使できる期間を平成21年
７月１日とする。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格   １株当たり１ 
資本組入額  (注)１ 

新株予約権の行使の条件 (注)２～７

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)８ 

─ 15 ─



８ 当社が合併(当社が合併により消滅する場合に限る。)、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転(以下

「合併等」という)を行う場合は、新株予約権者に対し、各場合に応じ、会社法第236条第１項第８号イから

ホまでに掲げる株式会社(以下「存続会社等」という)の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付する

ことができます。 

①交付する新株予約権の数 

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数とします。 

②新株予約権の目的となる株式の種類及び数 

新株予約権の目的となる株式の種類は、存続会社等の普通株式とし、その数は、新株予約権者が保有する

当該新株予約権の目的となる株式数(調整が行われていた場合には、調整後の株式数)に当社株式１株に対

する存続会社等の株式の割当比率を乗じて、又は合併等の条件を勘案して合理的に決定し、１株未満の端

数が生じたときはこれを切り捨てるものとします。 

③存続会社等の各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

存続会社等の各新株予約権の行使に際して出資される財産の額は、１株当たりの払込金額を１円とし、こ

れに上記②に定める新株予約権１個当たりの目的となる株式数を乗じた金額とします。 

④存続会社等の新株予約権の権利行使期間 

上記表の新株予約権の行使期間に定める期間とし、交付時に権利行使期間が到来している場合には、合併

等の効力発生日より上記表の新株予約権の行使期間に定める期間満了日までとします。 

⑤新株予約権の行使により、株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたとき

は、その端数を切り上げるものとします。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記の資本金等増加限

度額から上記に定める増加する資本金の額を減じた額とします。 

⑥存続会社等の新株予約権についての行使条件及び取得 

合併等の直前において残存する新株予約権の行使条件及び取得に応じて決定します。 

⑦存続会社等の新株予約権の譲渡制限 

存続会社等の新株予約権の取得については存続会社等の取締役会の承認を要するものとします。 
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(注) １ 新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとします。 

２ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員

又は従業員等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が死亡した場合は、その死亡日が平成22年６月30日以前のときは平成22年７月

１日より１年以内、その死亡日が平成22年７月１日以降のときには対象者の死亡の日より１年以内(ただ

し、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を相続の上、新株予約権を権利行使

することができます。 

５ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が以下のいずれかの事由により、当

社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員等の地位を喪失した場合(対象者

が同時に又は連続して複数の地位にあるときには、すべての地位を喪失した場合。以下同じ。)には、その

喪失日が平成22年６月30日以前のときには平成22年７月１日より１年以内、その喪失日が平成22年７月１日

以降のときには当該喪失日より１年以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新

株予約権の権利行使することができる旨定めることができます。 

  ア）当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は執行役員 

   任期満了による退任その他当社取締役会がこれに準ずると認めた事由 

 イ）当社、当社子会社又は当社関連会社の従業員等 

   定年退職、当社、当社子会社又は当社関連会社の社命による当社、当社子会社又は当社関連会社以外の

   会社への転籍、私傷病及び業務上の傷病を主たる理由とする退職、経営上やむを得ない事由による解 

     雇、その他当社取締役会がこれらに準ずると認めた事由 

６ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、上記４及び５に定める事由以外の事由により

対象者が平成22年７月１日以降に当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業

員等の地位を喪失した場合には、当該喪失の日より３ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとしま

す。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができる旨定めることができます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

株主総会の特別決議日(平成19年６月22日) 

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日) 

新株予約権の数(個) 996 

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式 

新株予約権の目的となる株式の数(株) 99,600 

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１ 

新株予約権の行使期間 

平成22年７月１日から平成39年５月31日まで 
ただし、米国での納税者を対象とする新株予約権割当契
約については、新株予約権を行使できる期間を平成22年
７月１日とする。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の 
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格 １株当たり１ 
資本組入額 (注)１ 

新株予約権の行使の条件 (注)２～７ 

新株予約権の譲渡に関する事項 
新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ― 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)８ 
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８ 当社が、合併(当社が合併により消滅する場合に限る。)、吸収分割若しくは新設分割(それぞれ当社が分割

会社となる場合に限る。)、又は株式交換若しくは株式移転(それぞれ当社が完全子会社となる場合に限

る。)(以上を総称して以下、「組織再編行為」という。)をする場合において、組織再編行為の効力発生日

(吸収合併につき吸収合併の効力発生日、新設合併につき新設合併設立会社成立の日、吸収分割につき吸収

分割の効力発生日、新設分割につき新設分割設立会社の成立の日、株式交換につき株式交換の効力発生日、

及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。)の直前において残存する新株予約権(以

下、「残存新株予約権」という。)を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条

第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社(以下、「再編対象会社」という。)の新株予約権をそれぞれ

交付することができます。再編対象会社の新株予約権を交付する場合においては、残存新株予約権は消滅

し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社

の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約

又は株式移転計画において定めることを条件とします。 

①交付する新株予約権の数 

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとします。 

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

再編対象会社の普通株式とします。 

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案の上、新株予約権者が保有する当該新株予約権の目的となる株式数(調整が

行われていた場合には、調整後の株式数)に当社株式１株に対する存続会社等の株式の割当比率を乗じ

て、又は合併等の条件を勘案して合理的に決定し、１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨てるもの

とします。 

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後払込金額に上記③

に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額としま

す。再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対

象会社の株式１株当たり１円とします。 

⑤新株予約権を行使することができる期間 

上記表の新株予約権の行使期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記表

の新株予約権の行使期間の満了日までとします。 

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたとき

は、その端数を切り上げるものとします。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記の資本金等増加限

度額から上記に定める増加する資本金の額を減じた額とします。 

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとします。 

⑧新株予約権についての行使条件及び取得 

残存新株予約権の行使条件及び取得に準じて決定します。 
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(注) １ 新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとします。 

２ 新株予約権の分割行使はできないものとします。(新株予約権１個を最低行使単位とします。) 

３ 対象者は、新株予約権の行使時において、当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員

又は従業員等の地位にあることを要します。 

４ 上記３にかかわらず、対象者が死亡した場合は、その死亡日が平成23年６月30日以前のときは平成23年７月

１日より１年以内、その死亡日が平成23年７月１日以降のときには対象者の死亡の日より１年以内(ただ

し、権利行使期間の末日までとします。)に限り、相続人は新株予約権を相続の上、新株予約権を権利行使

することができます。 

５ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、対象者が以下のいずれかの事由により、当

社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業員等の地位を喪失した場合(対象者

が同時に又は連続して複数の地位にあるときには、すべての地位を喪失した場合。以下同じ。)には、その

喪失日が平成23年６月30日以前のときには平成23年７月１日より１年以内、その喪失日が平成23年７月１日

以降のときには当該喪失日より１年以内(ただし、権利行使期間の末日までとします。)に限り、対象者は新

株予約権の権利行使することができる旨定めることができます。 

ア）当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役又は執行役員 

任期満了による退任その他当社取締役会がこれに準ずると認めた事由 

イ）当社、当社子会社又は当社関連会社の従業員等 

定年退職、当社、当社子会社又は当社関連会社の社命による当社、当社子会社又は当社関連会社以外の

会社への転籍、私傷病及び業務上の傷病を主たる理由とする退職、経営上やむを得ない事由による解

雇、その他当社取締役会がこれらに準ずると認めた事由 

６ 上記３にかかわらず、当社は、新株予約権割当契約において、上記４及び５に定める事由以外の事由により

対象者が平成23年７月１日以降に当社、当社子会社又は当社関連会社の取締役、監査役、執行役員又は従業

員等の地位を喪失した場合には、当該喪失の日より３ヶ月以内(ただし、権利行使期間の末日までとしま

す。)に限り、対象者は新株予約権を行使することができる旨定めることができます。 

７ その他の権利行使の条件等は、新株予約権割当契約に定めるとおりとします。 

株主総会の特別決議日(平成20年６月20日) 

第２四半期会計期間末現在 
(平成20年９月30日)

新株予約権の数(個) 1,779

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(個) 177,900

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり１

新株予約権の行使期間 
ただし、米国での納税者を対象とする新株予約権割当契
約については、新株予約権を行使できる期間を平成23年
７月１日とする。 

平成23年７月１日から平成40年５月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円) 

発行価格   １株当たり１ 
資本組入額  (注)１

新株予約権の行使の条件 (注)２～７

新株予約権の譲渡に関する事項 
新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要するも
のとする。 

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 (注)８
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８ 当社が、合併(当社が合併により消滅する場合に限る。)、吸収分割若しくは新設分割(それぞれ当社が分割

会社となる場合に限る。)、又は株式交換若しくは株式移転(それぞれ当社が完全子会社となる場合に限

る。)(以上を総称して以下、「組織再編行為」という。)をする場合において、組織再編行為の効力発生日

(吸収合併につき吸収合併の効力発生日、新設合併につき新設合併設立会社成立の日、吸収分割につき吸収

分割の効力発生日、新設分割につき新設分割設立会社の成立の日、株式交換につき株式交換の効力発生日、

及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。)の直前において残存する新株予約権(以

下、「残存新株予約権」という。)を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条

第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社(以下、「再編対象会社」という。)の新株予約権をそれぞれ

交付することができます。再編対象会社の新株予約権を交付する場合においては、残存新株予約権は消滅

し、再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとします。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社

の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約

又は株式移転計画において定めることを条件とします。 

①交付する新株予約権の数 

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとします。 

②新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類 

再編対象会社の普通株式とします。 

③新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数 

組織再編行為の条件等を勘案の上、新株予約権者が保有する当該新株予約権の目的となる株式数(調整が

行われていた場合には、調整後の株式数)に当社株式１株に対する存続会社等の株式の割当比率を乗じ

て、又は合併等の条件を勘案して合理的に決定し、１株未満の端数が生じたときはこれを切り捨てるもの

とします。 

④新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、以下に定める再編後払込金額に上記③

に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額としま

す。再編後払込金額は、交付される各新株予約権を行使することにより交付を受けることができる再編対

象会社の株式１株当たり１円とします。 

⑤新株予約権を行使することができる期間 

上記表の新株予約権の行使期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上記表

の新株予約権の行使期間の満了日までとします。 

⑥新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第40条第１項

に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じたとき

は、その端数を切り上げるものとします。 

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本準備金の額は、上記の資本金等増加限

度額から上記に定める増加する資本金の額を減じた額とします。 

⑦譲渡による新株予約権の取得の制限 

譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の取締役会の承認を要するものとします。 

⑧新株予約権についての行使条件及び取得 

残存新株予約権の行使条件及び取得に準じて決定します。 
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(3) 【ライツプランの内容】 

該当事項はありません。 

  

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】 

  

 
  

  

(5) 【大株主の状況】 

平成20年９月30日現在 

 
(注) 金融商品取引法の「株券等の大量保有の状況に関する開示」制度に基づき、株式会社三菱東京UFJ銀行及びその

共同保有者である他４社から平成20年３月31日付で提出された変更報告書により平成20年３月24日現在13,004

千株所有している旨、キャピタル・ガーディアン・トラスト・カンパニー及びその共同保有者である他４社か

ら平成20年７月７日付で提出された変更報告書により平成20年６月30日現在、8,885千株所有している旨、バー

クレイズ・グローバル・インベスターズ株式会社及びその共同保有者である他４社から平成20年４月21日付で

提出された変更報告書により平成20年４月14日現在、8,199千株所有している旨、ドイツ銀行ロンドン支店及び

その共同保有者である他３社から平成20年４月22日付で提出された変更報告書により平成20年４月15日現在、

6,809千株所有している旨、野村證券株式会社及びその共同保有者である他２社から平成20年４月22日付で提出

された変更報告書により平成20年４月15日現在、6,765千株所有している旨の報告を受けておりますが、当社と

して当第２四半期会計期間末現在の実質保有状況の確認ができない部分については、上記表に含めておりませ

ん。 

  

年月日
発行済株式 
総数増減数 

(株)

発行済株式
総数残高 
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金 
増減額 
(千円)

資本準備金
残高 
(千円)

平成20年９月30日 ― 180,610,911 ― 54,961,191 ― 78,023,165

氏名又は名称 住所 所有株式数 
(千株)

発行済株式 
総数に対する 
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口) 

東京都港区浜松町２丁目11番３号 17,680 9.78

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口) 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 14,185 7.85

株式会社東京放送 東京都港区赤坂５丁目３番６号 8,727 4.83

第一生命保険相互会社 

東京都中央区晴海１丁目８番12号
晴海アイランドトリトンスクエアオフィス 
タワーＺ棟 4,800 2.65

常任代理人 資産管理サービス信託銀行株式会社

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口４Ｇ) 

東京都中央区晴海１丁目８番11号 4,676 2.58

モルガン ホワイトフライヤー 
ズ エキュイティ ディリヴェ 
イティヴ 

東京都中央区日本橋兜町６番７号
4,525 2.50

常任代理人 株式会社みずほコーポレート銀行

ビー・エヌ・ピー・パリバ・ 
セキュリティーズ(ジャパン) 
リミテッド 
(ビーエヌピーパリバ証券会社) 

東京都千代田区丸の内１丁目９番１号
グラントウキョウノースタワー 

3,070 1.69

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,000 1.66

ドレスナー・クラインオート証
券会社東京支店 

東京都港区六本木１丁目６番１号
泉ガーデンタワー 

2,880 1.59

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口４) 東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,748 1.52

計 ― 66,295 36.70
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(6) 【議決権の状況】 

① 【発行済株式】 

平成20年９月30日現在 

 
(注) １「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式1,400株(議決権14個)が含まれ

ております。 

２「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式18株が含まれております。 

  

② 【自己株式等】 

平成20年９月30日現在 

 
  

  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

  

 
(注) 株価は、東京証券取引所市場第一部における市場相場によるものであります。 

  

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。

  

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式  1,661,200
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 178,807,500 1,788,075 ―

単元未満株式 普通株式    142,211 ― ―

発行済株式総数 180,610,911 ― ―

総株主の議決権 ― 1,788,075 ―

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数 

(株)

他人名義
所有株式数 

(株)

所有株式数 
の合計 
(株)

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 
の割合(％) 

(自己保有株式) 
東京エレクトロン株式会社 

東京都港区赤坂五丁目３番１号 1,661,200 ― 1,661,200 0.92

計 ― 1,661,200 ― 1,661,200 0.92

２ 【株価の推移】

月別
平成20年 
４月

 
５月 ６月 ７月

 
８月 ９月

最高(円) 6,960 7,340 7,360 6,330 6,610 6,130

最低(円) 5,770 6,540 6,110 5,620 5,850 4,590

３ 【役員の状況】
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第５ 【経理の状況】 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。 

なお、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)については、「財務諸表等の用語、様式及び作成

方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日 内閣府令第50号)附則第７条第１項

第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。 

  

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

２ 監査証明について
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１【四半期連結財務諸表】 
 (1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 57,277 67,540

受取手形及び売掛金 147,150 224,170

有価証券 174,129 136,022

商品及び製品 98,049 101,053

仕掛品 41,543 42,123

原材料及び貯蔵品 17,439 17,974

その他 39,396 51,411

貸倒引当金 △45 △62

流動資産合計 574,941 640,233

固定資産   

有形固定資産 ※  104,573 ※  104,105

無形固定資産   

その他 12,075 13,253

無形固定資産合計 12,075 13,253

投資その他の資産   

その他 37,261 35,526

貸倒引当金 △316 △301

投資その他の資産合計 36,945 35,224

固定資産合計 153,595 152,584

資産合計 728,536 792,817

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 49,947 55,332

短期借入金 4,747 6,069

未払法人税等 9,808 28,239

製品保証引当金 7,956 9,815

その他の引当金 5,438 13,701

その他 51,083 85,662

流動負債合計 128,981 198,820

固定負債   

退職給付引当金 45,329 43,704

その他の引当金 645 665

その他 4,485 4,382

固定負債合計 50,461 48,752

負債合計 179,443 247,572
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 54,961 54,961

資本剰余金 78,268 78,392

利益剰余金 417,833 410,866

自己株式 △11,251 △11,369

株主資本合計 539,811 532,850

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 525 2,172

繰延ヘッジ損益 384 460

為替換算調整勘定 △2,395 △529

評価・換算差額等合計 △1,486 2,102

新株予約権 772 483

少数株主持分 9,995 9,807

純資産合計 549,093 545,244

負債純資産合計 728,536 792,817
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(2)【四半期連結損益計算書】 
  【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 301,225

売上原価 210,170

売上総利益 91,055

販売費及び一般管理費  

研究開発費 31,577

その他 33,194

販売費及び一般管理費合計 64,772

営業利益 26,282

営業外収益  

受取利息 908

補助金収入 ※  1,475

その他 948

営業外収益合計 3,332

営業外費用  

為替差損 317

その他 389

営業外費用合計 707

経常利益 28,907

特別利益  

固定資産売却益 93

その他 6

特別利益合計 99

特別損失  

固定資産除売却損 122

事務所移転費用 117

その他 74

特別損失合計 314

税金等調整前四半期純利益 28,693

法人税等 10,994

少数株主利益 336

四半期純利益 17,361
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  【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年９月30日) 

売上高 146,398

売上原価 107,441

売上総利益 38,957

販売費及び一般管理費  

研究開発費 17,015

その他 17,088

販売費及び一般管理費合計 34,104

営業利益 4,852

営業外収益  

受取利息 505

補助金収入 ※  946

その他 638

営業外収益合計 2,090

営業外費用  

固定資産賃貸費用 75

為替差損 106

その他 116

営業外費用合計 298

経常利益 6,644

特別利益  

固定資産売却益 68

その他 5

特別利益合計 73

特別損失  

固定資産除売却損 86

事務所移転費用 117

その他 74

特別損失合計 278

税金等調整前四半期純利益 6,439

法人税等 1,757

少数株主利益 173

四半期純利益 4,508
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 28,693

減価償却費 10,740

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,678

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,435

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,782

受取利息及び受取配当金 △957

売上債権の増減額（△は増加） 76,460

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,190

仕入債務の増減額（△は減少） △4,870

未収消費税等の増減額（△は増加） 10,003

未払消費税等の増減額（△は減少） △4,814

前受金の増減額（△は減少） 6,521

その他 △4,300

小計 112,128

利息及び配当金の受取額 916

利息の支払額 △151

法人税等の支払額 △28,288

営業活動によるキャッシュ・フロー 84,605

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の増減額（△は増加） △89,453

有形固定資産の取得による支出 △10,772

無形固定資産の取得による支出 △612

投資有価証券の取得による支出 △2,786

その他 △291

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,915

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,322

社債の償還による支出 △30,000

配当金の支払額 △9,841

その他 △161

財務活動によるキャッシュ・フロー △41,324

現金及び現金同等物に係る換算差額 △870

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,505

現金及び現金同等物の期首残高 193,492

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 67

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  132,054
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】 

  

 
  

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

１ 連結の範囲に関する事項の変更 

(1) 連結の範囲の変更 

①TOKYO ELECTRON INDIA PRIVATE LTD.につきまして

は、第１四半期連結会計期間において新たに設立し

たことにより、連結の範囲に含めております。 

②前連結会計年度において、持分法非適用非連結子会

社でありましたパネトロン㈱及びTOKYO ELECTRON  

DEVICE SINGAPORE PTE.LTD.につきましては、重要性

が増したことにより、第１四半期連結会計期間から

連結の範囲に含めております。 

(2) 変更後の連結子会社の数 

33社 

２ 持分法の適用に関する事項の変更 

該当事項はありません。 

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項の変更 

該当事項はありません。 

４ 会計処理基準に関する事項の変更 

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

たな卸資産の評価基準及び評価方法については、従

来、主として個別法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評

価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18

年７月５日 企業会計基準第９号)を適用し、主とし

て個別法による原価法(収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法)に変更しております。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。 

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱いの適用 

「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会 平成

18年５月17日 実務対応報告第18号)を第１四半期連

結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行

っております。 

これによる損益に与える影響は、軽微であります。 

なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に

記載しております。 

５ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の

範囲の変更 

該当事項はありません。 
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【簡便な会計処理】 

  

 
  

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】 

  

 
  

【注記事項】 

(四半期連結貸借対照表関係) 

  

 
  

(四半期連結損益計算書関係) 

  

 
  

 
  

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

  

 
  

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

税金費用の計算 

当社及び一部の連結子会社は、当連結会計年度の税引前

当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示し

ております。 

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日) 

※ 有形固定資産の減価償却累計額      145,973百万円 ※ 有形固定資産の減価償却累計額      140,135百万円 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  至 平成20年９月30日) 

※  補助金収入 

米国における研究開発に係る補助金収入であります。 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日  至 平成20年９月30日) 

※  補助金収入 

米国における研究開発に係る補助金収入であります。 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  至 平成20年９月30日) 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

現金及び預金 57,277百万円

有価証券勘定に含まれる譲渡性預金 174,127百万円

預入期間３ヶ月超の定期預金及び 
譲渡性預金 

△99,351百万円

現金及び現金同等物 132,054百万円
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(株主資本等関係) 

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日

至 平成20年９月30日) 

１ 発行済株式に関する事項 

 
  

  

２ 自己株式に関する事項 

 
  

  

３ 新株予約権等に関する事項 

 
(注) 平成18年ストック・オプションとしての新株予約権、平成19年ストック・オプションとしての新株予約権及び

平成20年ストック・オプションとしての新株予約権は、権利行使期間の初日が到来しておりません。 

  

  
４ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額 

 
  

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの 

 
    

  

  

５ 株主資本の著しい変動に関する事項 

該当事項はありません。 

  

株式の種類 当第２四半期 
連結会計期間末 

普通株式(千株) 180,610

株式の種類 当第２四半期 
連結会計期間末 

普通株式(千株) 1,661

会社名 内訳 目的となる株式の種類
目的となる株式の数

(株)

当第２四半期
連結会計期間末残高 

(百万円)

提出会社 ストック・オプション
としての新株予約権 

― ― 772

合計 ― 772

決議 株式の種類 配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月13日 
取締役会 

普通株式 9,841 55 平成20年３月31日 平成20年５月30日 利益剰余金

決議 株式の種類 配当金の総額
(百万円) 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年10月31日 
取締役会 

普通株式 3,578 20 平成20年９月30日 平成20年12月１日 利益剰余金
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(リース取引関係) 

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、リース取引残高は、前連結会計年度末に比較して著しい変動が無いため、記載を省略

しております。 

  

(有価証券関係) 

有価証券は、企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しております。 

  

(デリバティブ取引関係) 

デリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しておりま

す。 

  

(ストック・オプション等関係) 

四半期連結財務諸表への影響額について金額的重要性が乏しいため、記載を省略しております。 
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(セグメント情報) 

【事業の種類別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分は、製品及び役務の種類、販売方法等の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 産業用電子機器……………半導体製造装置、ＦＰＤ(フラット・パネル・ディスプレイ)製造装置、そ

の他 

(2) 電子部品・情報通信機器…半導体製品、コンピュータ・ネットワーク機器、ミドルウェア・ソフトウ

ェア、その他電子部品等 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 事業の区分は、製品及び役務の種類、販売方法等の類似性を考慮して区分しております。 

２ 各区分の主な製品 

(1) 産業用電子機器……………半導体製造装置、ＦＰＤ(フラット・パネル・ディスプレイ)製造装置、そ

の他 

(2) 電子部品・情報通信機器…半導体製品、コンピュータ・ネットワーク機器、ミドルウェア・ソフトウ

ェア、その他電子部品等 

３ 会計処理の方法の変更 

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価

基準及び評価方法については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計

基準第９号)を適用し、主として個別法による原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更し

ております。この変更に伴う影響は軽微であります。 

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間から「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委

員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この

変更に伴う影響は軽微であります。 

  

産業用 
電子機器 
(百万円) 

電子部品・ 
情報通信機器 
(百万円) 

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 119,435 27,370 146,805 (407) 146,398

営業利益 3,911 936 4,848 4 4,852

産業用 
電子機器 
(百万円) 

電子部品・ 
情報通信機器 
(百万円) 

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 249,611 52,432 302,043 (817) 301,225

営業利益 24,676 1,593 26,270 12 26,282
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【所在地別セグメント情報】 

当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域別の区分は、地理的近接度によっております。 

２ その他の地域に属する主な国又は地域 

米国、欧州、台湾 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域別の区分は、地理的近接度によっております。 

２ その他の地域に属する主な国又は地域 

米国、欧州、台湾 

３ 会計処理の方法の変更 

(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、たな卸資産の評価

基準及び評価方法については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期連

結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計

基準第９号)を適用し、主として個別法による原価法(収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更し

ております。この変更に伴う影響は軽微であります。 

(2) 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用 

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間から「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委

員会 平成18年５月17日 実務対応報告第18号)を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。この

変更に伴う影響は軽微であります。 

  

日本 
(百万円) 

その他の地域 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高 140,128 32,346 172,475 (26,076) 146,398

営業利益 3,753 752 4,505 347 4,852

日本 
(百万円) 

その他の地域 
(百万円) 

計 
(百万円) 

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高 287,437 65,036 352,473 (51,247) 301,225

営業利益 22,787 2,766 25,554 728 26,282
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【海外売上高】 

当第２四半期連結会計期間(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ その他に属する主な国 

シンガポール、中国、イスラエル 

３ 海外売上高は、当グループの本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ その他に属する主な国 

シンガポール、中国、イスラエル 

３ 海外売上高は、当グループの本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

(企業結合等関係) 

該当事項はありません。 

  

  

韓国 台湾 米国 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 22,501 21,224 16,028 27,152 86,907

Ⅱ 連結売上高(百万円) 146,398

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

15.4 14.5 10.9 18.6 59.4

台湾 韓国 米国 その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 52,473 43,689 34,947 51,288 182,398

Ⅱ 連結売上高(百万円) 301,225

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％) 

17.4 14.5 11.6 17.1 60.6
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(１株当たり情報) 

１ １株当たり純資産額 

  

 
  

２ １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 

第２四半期連結累計期間 

  

   
(注) １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎 

 
  

  

当第２四半期連結会計期間末 
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末 
(平成20年３月31日)

 3,008円25銭 2,989円70銭

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益  97円03銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益  96円82銭

項目
当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 17,361

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 17,361

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(百万円) ―

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 178,938

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用い
られた四半期純利益調整額の主要な内訳(百万円) 

―

四半期純利益調整額(百万円) ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用い
られた普通株式増加数(千株) 380 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概
要 

―
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第２四半期連結会計期間 

  

   
(注) １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎 

 
  

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年７月１日  
 至 平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益  25円20銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益  25円14銭

項目
当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日  
 至 平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 4,508

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 4,508

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(百万円) ―

普通株主に帰属しない金額(百万円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 178,943

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用い
られた四半期純利益調整額の主要な内訳(百万円) 

―

四半期純利益調整額(百万円) ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定に用い
られた普通株式増加数(千株) 414 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につ
いて前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概
要 

―
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平成20年10月31日開催の取締役会において中間配当実施について次のとおり決議しました。 

 

   (注) 平成20年９月30日の最終の株主名簿及び実質株主名簿記載又は記録の株主又は登録株式 

     質権者に対し支払いを行います。 

  

  

２【その他】

イ  配当金の総額 3,578百万円

ロ １株当たりの金額 20円00銭

ハ 支払請求権の効力発生日 
及び支払開始日 平成20年12月１日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。 
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平成20年11月12日

東京エレクトロン株式会社 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東

京エレクトロン株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から

平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計

算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表

の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京エレクトロン株式会社及び連結子会社

の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累

計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以 上 

  

  

  

  

  

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

あずさ監査法人

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  大    西   健 太 郎  印 

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士  高    橋         勉  印 

(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】 

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成20年11月12日 

【会社名】 東京エレクトロン株式会社 

【英訳名】 Tokyo Electron Limited 

【代表者の役職氏名】 取締役社長  佐 藤   潔 

【最高財務責任者の役職氏名】 ― 

【本店の所在の場所】 東京都港区赤坂五丁目３番１号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当社取締役社長 佐藤 潔は、当社の第46期第２四半期(自 平成20年７月１日 至 平成20年９月30

日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしまし

た。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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